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新
し
い
教
育
の
風
１

　

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
年
）
の

久
留
米
小
学
校
新
築
や
西
分
教
場

と
東
分
教
場
の
整
備
に
よ
り
、
村

の
初
等
教
育
は
大
変
充
実
し
た
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
、
大
正
８
年
（
１

９
１
９
年
）
の
大
学
校
令
の
施
行

に
よ
り
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の

日
本
の
教
育
制
度
が
ほ
ぼ
整
う
時

代
と
も
重
な
り
、
さ
ら
に
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
に
代
表
さ
れ
る
民

主
・
自
由
化
も
教
育
に
影
響
を
及

ぼ
し
、
新
し
い
私
立
学
校
の
設
立

《
学
力
の
定
着
状
況
》

　

小
学
校
国
語
Ａ
（
知
識
）
に
関

す
る
問
題
は
、
平
均
正
答
率
が

１
・
２
ポ
イ
ン
ト
全
国
平
均
を
上

回
り
、
東
京
都
と
並
ん
だ
。
ま

た
、
国
語
Ｂ
（
活
用
）
は
全
国
平

均
を
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て

い
る
。
平
均
正
答
率
（
全
国
）
未

満
の
児
童
の
割
合
は
、
国
語
Ａ

（
活
用
）
で
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
少

な
か
っ
た
。
中
学
校
国
語
Ａ
（
知

識
）
に
関
す
る
問
題
は
、
平
均
正

答
率
が
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ

た
。
ま
た
、
平
均
正
答
率
（
全
国
）

未
満
の
児
童
の
割
合
は
、
国
語
Ａ

（
活
用
）
で
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
少

な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本

市
の
国
語
の
学
力
は
お
お
む
ね
順

調
に
向
上
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に

取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

　

全
国
平
均
よ
り
下
回
っ
て
い
る

課
題
の
う
ち
上
位
の
も
の
は
「
学

年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い

る
漢
字
を
正
し
く
読
む
」「
物
語
を

読
み
、
具
体
的
な
叙
述
を
基
に
理

由
を
明
確
に
し
て
、
自
分
の
考
え

を
ま
と
め
る
」
が
あ
り
、
中
学
校

で
「
文
脈
に
即
し
て
漢
字
を
正
し

く
書
く
」「
文
章
に
表
れ
て
い
る
も

の
の
見
方
や
考
え
方
に
つ
い
て
、

　↑写真１　浄牧学園女学校（昭和初期撮影・『光の交響詩』
より）

〜
学
力
の
伸
び
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
小
中
の
連
携
を
深
め
ま
す

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成　
２９

年
４
月
に
実
施
し
た「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
と
市
独
自
の
学

力
調
査
「
確
か
な
学
力
の
伸
長
を

図
る
た
め
の
調
査
」
の
結
果
を
、

市
全
体
及
び
学
校
ご
と
に
ま
と

め
、
平
成　

年　

月
に
公
表
し
ま

２９

１０

し
た
。
今
号
で
は
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
「
国
語
」
に
注
目
し
、

「
学
力
の
定
着
状
況
」
と
「
学
力

の
伸
び
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
《
実
施
内
容
》

　

①
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　
【
対
象
】
小
学
校
第
６
学
年
・
中

学
校
第
３
学
年　
【
教
科
】国
語
Ａ

（
知
識
）・
Ｂ
（
活
用
）
▼
算
数
・

数
学
Ａ
（
知
識
）・
Ｂ
（
活
用
）

　

②
確
か
な
学
力
の
伸
長
を
図
る

た
め
の
調
査　
【
対
象
】小
学
校
第

３
学
年
・
第
５
学
年
、
中
学
校
第

１
学
年
・
第
３
学
年

　
《
今
後
の
取
り
組
み
》

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
小
学

校
低
・
中
学
年
修
了
時
及
び
卒
業

時
並
び
に
中
学
校
第
２
学
年
修
了

時
学
習
定
着
度
調
査
（
学
習
定
着

度
調
査
）」
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
児
童
・
生
徒
が

学
習
し
た
こ
と
を
通
し
て
、
基
礎

的
・
基
本
的
な
内
容
が
身
に
付
い

て
い
る
か
、
ま
た
、
考
え
る
力
や

判
断
す
る
力
、
そ
し
て
、
自
分
の

考
え
を
き
ち
ん
と
表
現
で
き
る
力

な
ど
が
身
に
付
い
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
か
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

交
流
を
通
し
て
自
分
の
考
え
を
広

く
す
る
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
基

礎
的
・
基
本
的
な
漢
字
学
習
の
定

着
が
必
要
な
こ
と
や
、
自
分
の
考

え
を
も
つ
こ
と
に
課
題
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

《
学
力
の
伸
び
》

　

平
成　

年
度
の
中
学
校
第
１
学

２９

年
に
つ
い
て
は
、
全
国
平
均
値
と

比
較
し
て
平
成　

年
度
と
同
様
の

２７

結
果
で
、
横
ば
い
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
平
成　

年
度
の
中
学
校
第
３

２９

学
年
に
つ
い
て
は
、
全
国
平
均
値

と
比
較
し
て
２
ポ
イ
ン
ト
下
降
し

て
い
た
。

〈
浄
牧
学
園
女
学
校
と

　
　
　
　
　
　
　

自
由
学
園
〉

　

浄
牧
学
園
女
学
校

　

当
時
遅
れ
て
い
た
女
子
教
育
に

光
を
当
て
る
た
め
昭
和
４
年
（
１

９
２
９
年
）
に
浄
牧
院
境
内
に
高

等
女
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
た
の

が
浄
牧
学
園
女
学
校
で
す
。
浄
牧

院
や
個
人
の
寄
付
金
と
授
業
料
で

運
営
さ
れ
、
定
員
は　

名
で
近
村

７０

か
ら
の
通
学
者
も
あ
り
ま
し
た
。

２
年
制
で
、
国
語
・
数
学
・
理
科
・

歴
史
な
ど
の
他
、
農
芸
・
裁
縫
の

実
利
的
な
学
科
も
あ
り
、
農
産
品

や
手
芸
品
は
販
売
さ
れ
て
学
校
経

費
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
の
短
期
大
学
に
相
当
す
る
全
寮

制
の
浄
牧
女
子
工
芸
学
校
も
併
設

さ
れ
、
東
京
近
郊
を
中
心
に
全
国

に
門
戸
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

自
由
学
園
創
立
者
の
羽
仁
夫
妻
も

時
折
来
ら
れ
て
、
親
交
を
深
め
ら

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
女
学
校
は
昭
和　

年
（
１

１３

９
３
８
年
）
に
閉
校
と
な
り
、
洋

風
の
瀟
洒
（
し
ょ
う
し
ゃ
）
な
校

舎
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
（
写
真

１
）、
昭
和　

年
（
１
９
７
８
年
）

５３

の
火
災
に
よ
り
焼
失
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

自
由
学
園

　

学
園
町
一
丁
目
に
あ
る
自
由
学

園
は
、
敷
地
中
央
を
立
野
川
が
流

れ
る
市
内
で
も
ひ
と
き
わ
緑
の
豊

　

↓
地
図
１　

久
留
米
村
の

昭
和
初
期
教
育
施
設　

地
図

は
『
大
正
・
昭
和　

東
京
周

辺
１
万
分
１
地
形
図
集
成
倆

京
葉
・
京
浜
・
多
摩
地
区
倆
』

（
柏
書
房
）
の
一
部
を
許
可

を
得
て
使
用
し
、
教
育
施
設

名
を
挿
入
し
ま
し
た
。

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
昭
和
初
期
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
施
設
が
久
留
米
村

に
集
中
し
、
久
留
米
村
は
あ
た
か

も
学
園
村
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し

て
い
ま
し
た
（
地
図
１
）。

　

そ
の
主
な
要
因
と
し
て
、当
時

の
久
留
米
村
は
、純
農
村
地
帯
で

あ
り
な
が
ら
、川
や
緑
に
恵
ま
れ
、

変
化
に
富
む
豊
か
な
自
然
と
比
較

的
平
坦
な
土
地
が
広
が
り
、さ
ら

に
武
蔵
野
鉄
道（
現
西
武
池
袋
線
）

で
池
袋
か
ら
約　

分
と
い
う
交
通

３０

の
利
便
性
の
良
さ
を
合
わ
せ
持
つ

地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
女
子
教
育
の
た
め
の
浄
牧

学
園
女
学
校
、
規
模
の
大
き
な
自

由
学
園
、
広
い
平
坦
地
が
必
要
な

拓
殖
大
学
総
合
運
動
場
、
健
康
に

良
い
環
境
が
必
須
の
府
立
久
留
米

学
園
、
林
間
学
校
的
な
性
格
を
持

つ
豊
島
師
範
成
美
荘
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

る
環
境
が
当
時
の
久
留
米
村
に
は

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
時
代
背
景
は
異
な

り
ま
す
が
、
昭
和　

年
（
１
９
４

１６

１
年
）
に
前
沢
（
現
滝
山
四
丁
目
）

に
早
稲
田
大
学
久
留
米
道
場
、
同

　

年
に
久
留
米
青
年
学
校
内
に
東

１８京
府
青
年
学
校
女
子
教
員
臨
時
養

成
所
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
女
子
教
育
の
充
実
が
重
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
大
正
自

由
教
育
運
動
と
も
呼
ば
れ
ま
す
）。

　

そ
し
て
、
こ
の
新
し
い
教
育
の

風
は
、
昭
和
初
期
に
は
久
留
米
村

に
も
及
び
、
村
の
教
育
環
境
は
大

き
く
姿
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

　
〈
昭
和
初
期
の
教
育
施
設
〉

　

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）、
門

前
（
現
大
門
町
一
丁
目
）
の
浄
牧

院
境
内
に
久
留
米
村
で
初
め
て
の

私
立
学
校
で
あ
る
浄
牧
学
園
女
学

校
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

昭
和
５
年
か
ら
９
年
に
か
け
て
私

立
自
由
学
園
が
雑
司
ヶ
谷
（
現
豊

島
区
）
か
ら
南
沢
（
現
学
園
町
一

丁
目
）
に
移
転
し
、
広
大
な
敷
地

を
も
つ
学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
年
）

に
は
南
沢
（
現
中
央
町
一
丁
目
）

に
１
万
６
千
坪
の
拓
殖
大
学
総
合

運
動
場
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
公
立
学
校
施
設
も
久
留

米
村
に
次
々
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

昭
和　

年
（
１
９
３
５
年
）
に
前

１０

沢
の
小
学
校
内
に
久
留
米
青
年
学

校
（
同　

年
、
東
京
府
に
移
管
し

１２

南
沢
に
新
築
）、
同　

年
に
は
野

１１

火
止
（
現
野
火
止
二
丁
目
）
に
病

弱
児
童
生
徒
の
た
め
の
東
京
府
立

久
留
米
学
園
、
同
年
に
小
山
（
現

氷
川
台
一
丁
目
）
に
は
自
然
体
験

の
道
場
と
し
て
東
京
府
豊
島
師
範

学
校
の
成
美
荘
が
開
設
さ
れ
た
の

か
な
環
境
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。

自
由
学
園
は
大
正　

年
（
１
９
２

１０

１
年
）
に
羽
仁
も
と
子
・
吉
一
夫

妻
が
雑
司
ヶ
谷
（
現
豊
島
区
西
池

袋
）
に
女
子
教
育
の
た
め
創
立
し

た
私
立
学
校
で
、
フ
ラ
ン
ク
・
ロ

イ
ド
・
ラ
イ
ト
氏
が
設
計
し
た
校

舎
の
明
日
館（
み
ょ
う
に
ち
か
ん
）

は
国
の
重
要
文
化
財
と
し
て
今
で

も
保
存
・
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
自
由
学
園
が
よ
り
自
然
の

豊
か
な
教
育
環
境
を
求
め
て
移
転

し
た
の
が
久
留
米
村
南
沢
で
し

た
。
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
年
）

に
小
学
校
が
移
転
し
、
同
９
年
に

は
女
子
部
校
舎
や
講
堂
等
の
施
設

が
完
成
し
て
移
転
、
同　

年
に
男

１０

子
部
も
加
わ
り
、
３
万
坪
に
及
ぶ

敷
地
に
お
い
て
新
し
い
学
園
生
活

が
始
ま
り
ま
し
た
（
写
真
２
）。

久
留
米
村
に
建
設
さ
れ
た
校
舎
は

ラ
イ
ト
氏
の
弟
子
で
あ
る
遠
藤
新

（
あ
ら
た
）
氏
が
設
計
し
た
も
の

で
、
現
在
、
初
等
部
食
堂
・
女
子

部
講
堂
・
男
子
部
体
育
館
な
ど
の

５
棟
が
「
東
京
都
景
観
条
例
」
に

よ
る
歴
史
的
建
造
物
に
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

自
由
学
園
の
移
転
は
、
単
に
教

育
施
設
の
開
設
に
と
ど
ま
ら
ず
、

学
園
の
南
側
に
約
７
万
坪
に
及
ぶ

分
譲
地
を
整
備
し
て
現
在
の
学
園

町
の
景
観
の
基
礎
を
作
り
、
さ
ら

に
、
学
園
に
併
設
さ
れ
た
診
療
所

は
、
社
会
事
業
と
し
て
医
療
機
関

に
不
便
で
あ
っ
た
久
留
米
村
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和　

年
（
１
９
３
６
年
）
に
は
、

１１
敷
地
内
に
お
い
て
久
留
米
村
で
初

め
て
縄
文
時
代
住
居
跡
の
調
査
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
の
歴
史
研
究
の

端
緒
と
も
な
っ
た
の
で
す
。

　

浄
牧
学
園
女
学
校
や
自
由
学
園

は
久
留
米
村
の
教
育
と
文
化
に
新

し
い
風
を
吹
か
せ
、
そ
の
後
の
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
施
設
の
開
設
へ
と

連
な
っ
て
い
き
ま
す
。（
以
下
次

号
）

　
（
本
文
は
山
崎　

丈
・
市
文
化
財

保
護
審
議
会
委
員
に
よ
る
）

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
文
化
財

係
☎
４
７
２
・
０
０
５
１
へ
。
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全国

全国

東久留米市

東久留米市

（％）

（％）

（問）正答数

（問）正答数

正
答
数
ご
と
の
人
数
の
割
合

小学校

平均正答数
平均正答率

本市
11.3/15
76.0

全国
11.2/15
74.8

東京都
11.4/15
76.0

平均正答率(全国)未満
の生徒の割合(％)
本　市37.5％
全　国38.0％
東京都34.7％

平均正答率(全国)未満
の生徒の割合(％)
本　市44.2％
全　国45.1％
東京都39.8％

平均正答数
平均正答率

本市
24.7/32
77.0

全国
24.8/32
77.4

東京都
25.2/32
79.0

全国平均

全国平均

本市

本市

中学校

〈全国学力・学習状況調査（国語Ａ）正答数の分布〉

正
答
数
ご
と
の
人
数
の
割
合

都平均

都平均

市
学
力
テ
ス
ト
を
実

市
学
力
テ
ス
ト
を
実
施施

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留留米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米東久留米のののののののののののののののののののののの
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校学校史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史

シシシシシシシシシシリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーシリーズズズズズズズズズズズ

その６

て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
こ
の
調
査
を
生
か

し
て
、
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
学
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
授

業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
・
生
徒
個
々
の
調

査
結
果
は
、
個
人
票
に
し
て
本
人

に
返
却
し
ま
す
。

　
《
調
査
対
象
》

　

市
立
小
学
校
第
２
学
年
・
第
４

学
年
・
第
６
学
年
、
中
学
校
第
２

学
年
全
員

　

詳
し
く
は
指
導
室
☎
４
７
０
・

７
７
８
１
へ
。

　↑写真２　自由学園全景（昭和９年撮影・自由学園提供・
『光の交響詩』より）


